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「
今
後
の
市
営
墓
地
の
あ

り
方
」

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
や

生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
な

ど
に
よ
り
、
市
営
墓
地
全

体
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

市
営
墓
地
は
、
従
来
の
よ

う
な
区
画
提
供
す
る
墓
地

運
営
か
ら
、
次
世
代
の
新

た
な
墓
地
運
営
へ
の
転
換

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま

え
、
課
題
確
認
の
た
め
、

愛
媛
大
学
名
誉
教
授
、
竹

内
康
博
氏
に
よ
る
勉
強
会
、

市
営
墓
地
全
6
か
所
の
視

察
を
行
い
ま
し
た
。
先
進

地
調
査
と
し
て
、
東
京
都

の
小
平
霊
園
、
神
奈
川
県

川
崎
市
の
早
見
聖
地
公
園
、

神
奈
川
県
横
浜
市
の
メ
モ

リ
ア
ル
グ
リ
ー
ン
、
愛
知

県
内
で
は
、
岡
崎
市
の
岡

崎
墓
園
、
知
多
市
の
知
多

墓
園
を
調
査
し
て
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
墓
地
経
営

に
つ
い
て
、
使
用
中

墓
地
区
画
の
う
ち
約

１
千
4
0
0
区
画
に
つ
い

て
は
、
管
理
料
相
当
額
が

徴
収
さ
れ
て
い
る
が
約

１
万
４
千
5
0
0
区
画
に

つ
い
て
管
理
料
が
徴
収
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
公

平
性
の
観
点
か
ら
問
題
で

あ
る
等
、
話
し
合
い
を
重

ね
た
結
果
、
次
の
と
お
り

提
言
い
た
し
ま
す
。

一
、
今
後
の
墓
地
経
営
に

あ
た
っ
て
は
、
早
急
に
新

制
度
の
設
計
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

新
制
度
の
設
計
に
あ
た
っ

て
は
、

一
、
管
理
料
相
当
額
を
負

担
し
て
い
な
い
区
画
が
多

数
あ
る
状
況
を
鑑
み
、
公

平
性
を
担
保
す
る
こ
と
。

一
、
永
続
的
な
墓
地
管
理

と
維
持
の
観
点
か
ら
、
使

用
者
負
担
を
基
本
と
す
る

こ
と
。

一
、
無
縁
化
防
止
に
つ
な

が
る
仕
組
み
と
す
る
こ
と
。

一
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
墓
地
と
す

る
こ
と
。

　
市
民
に
十
分
な
理
解
を

得
た
う
え
で
、
公
平
性
と

永
続
性
を
担
保
で
き
る
制

度
の
創
設
を
期
待
し
ま
す
。
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「
ふ
る
さ
と
納
税
の
先
進

的
な
取
組
み
」　

　
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
国

民
が
好
き
な
自
治
体
を
選

び
寄
附
が
で
き
る
制
度
で
、

税
収
が
減
少
し
て
い
る
地

域
と
都
市
部
と
の
地
域
間

格
差
を
是
正
す
る
こ
と
を

目
的
に
平
成
20
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
半
田
市
は
、
平
成
27
年

か
ら
返
礼
品
を
開
始
し
て

お
り
、
令
和
３
年
時
点
の

税
控
除
額
は
約
３
億
円
、

寄
附
額
は
約
５
千
万
円
で

令
和
３
年
の
１
年
間
だ
け

で
も
約
２
億
５
千
万
円
が

市
外
へ
流
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
多
額
の
税
金

が
他
市
町
へ
流
出
し
て
い

て
も
、
現
行
制
度
で
は
市

民
に
ふ
る
さ
と
納
税
を
止

め
て
も
ら
う
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

今
後
は
税
金
の
「
入

り
」
を
増
や
す
た
め
の
更

な
る
取
組
み
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏

ま
え
、
当
委
員
会
で
は
先

進
地
で
あ
る
兵
庫
県
の
加

東
市
と
加
西
市
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

　
委
員
か
ら
の
主
な
意
見

と
し
て
、

・
ふ
る
さ
と
納
税
、
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

定
住
移
住
促
進
は
、
同
じ

組
織
内
で
一
体
的
に
取
組

み
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
や

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
で
き
る

体
制
づ
く
り
を
行
う
必
要

が
あ
る
。

・
市
外
に
在
住
す
る
半
田

市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
へ

寄
附
を
依
頼
す
る
取
組
み

や
半
田
市
の
フ
ァ
ン
や
応

援
団
を
創
出
す
る
取
組
み

が
必
要
で
あ
る
。

・
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
や
Ｗ

Ｅ
Ｂ
上
の
デ
ジ
タ
ル
広
告
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
積
極

的
に
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

・
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
自

治
体
自
ら
が
努
力
し
て
獲

得
す
る
貴
重
な
自
主
財
源

と
捉
え
る
べ
き
。

以
上
の
意
見
を
踏
ま
え
、

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、

次
の
と
お
り
提
言
し
ま
す
。

一
、
ふ
る
さ
と
納
税
は
大

事
な
収
入
源
で
あ
る
た
め
、

十
分
な
人
員
配
置
の
う
え

調
査
・
研
究
を
行
い
、
目

標
を
立
て
半
田
フ
ァ
ン
を

増
や
す
よ
う
に
努
め
る
こ

と
。

一
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
関

す
る
業
務
は
、
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
定
住
促

進
業
務
と
一
体
的
に
実
施

し
、
返
礼
品
の
拡
充
、
新

規
開
拓
、
見
直
し
を
積
極

的
に
行
う
体
制
を
整
え
る

こ
と
。

一
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を

充
実
し
、
世
間
の
ト
レ
ン

ド
を
捉
え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を

活
用
し
て
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ

を
行
う
こ
と
。

一
、
ふ
る
さ
と
納
税
業
務

の
委
託
業
者
に
は
、
事
務

委
託
だ
け
で
な
く
コ
ン
サ

ル
業
務
を
含
む
包
括
的
な

業
務
委
託
を
行
う
こ
と
。

一
、
事
業
実
施
の
際
に
は

積
極
的
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
を
検

討
す
る
こ
と
。

（要旨）

（要旨）

建
設
産
業
委
員
会

活
動
報
告

ふ
る
さ
と
納
税

調
査
特
別
委
員
会

活
動
報
告

建設産業委員会県外視察の様子


